
　

不
易
流
行
の
中
で
〈
編
集
会
議
〉

　

現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
群
の
海
中
に

ど
っ
ぷ
り
と
浸つ

か
る
。「
現
代
文
」
教
科
書
編

集
と
は
そ
う
い
う
仕
事
で
あ
る
。
改
訂
の
た
め

の
〈
候
補
教
材
〉
が
投
げ
込
ま
れ
る
。
ひ
た
す

ら
に
読
む
。
教
材
と
し
て
の
価
値
・
意
義
付
け

が
議
論
さ
れ
る
。
ふ
た
た
び
新
し
い
〈
候
補
教

材
〉
を
渉
猟
す
る
。
締
め
切
り
ま
で
ほ
ぼ
継
続

的
に
そ
ん
な
生
活
が
続
く
の
だ
。

　

切
実
な
テ
ー
マ
に
優
劣
は
付
け
が
た
い
。
会

議
の
議
論
も
白
熱
す
る
。
編
集
委
員
も
ま
た
現

役
の
教
師
で
あ
る
。
ゆ
ず
れ
な
い
主
題
や
こ
だ

わ
り
の
事
実
も
あ
る
。
鋭
利
な
教
材
の〈
読
み
〉

が
提
示
さ
れ
る
と
、
そ
の
〈
読
み
〉
に
触
発
さ

れ
て
真
摯
な
反
論
も
諧
謔
も
と
び
だ
す
。
熱
く

な
る
議
論
に
嫌
気
が
さ
し
て
変
に
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
嫌
み
な
人（
私
）も
い
る
。
テ
ー
マ
を
か
え

攻
守
を
か
え
、
相
互
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
編
集

会
議
は
議
論
を
深
め
る
。

　

む
ろ
ん
、
現
代
の
〈
流
行
〉
の
み
を
追
う
だ

け
で
は
「
教
科
書
」
は
成
立
し
な
い
。「
現
代

文
」（
広
く
近
代
文
）の
古
典
と
も
い
え
る
作
品

群
〈
不
易
〉
に
も
、
今
だ
か
ら
こ
そ
読
ま
せ
た

い
と
い
う
教
材
の
発
掘
に
も
周
到
に
眼
を
配
っ

て
い
る
。
詩
歌
に
つ
い
て
は
、全
体
と
し
て
近
・

現
代
詩
歌
史
が
見
通
せ
る
よ
う
作
品
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　

教
材
採
録
に
あ
た
っ
て
、
現
行
二
冊
の
『
現

代
文
』
で
定
評
の
あ
る
「
評
論
教
材
」
に
は
一

層
の
充
実
を
図
っ
た
。
多
様
な
価
値
観
の
錯
綜

す
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
対
象
を
批
判
的
に

把
握
す
る
実
力
を
養
成
す
る
こ
と
が
い
っ
そ
う

いま、現代文とは
―評論教材の新しいあり方を目指して

岩﨑昇一
（三省堂国語教科書編集委員）

いま、現代文とは  4

大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
判
断
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。と
り
わ
け
改
訂
の
目
玉
と
な
る
の
は
、

〈
読
解
教
材
〉
の
拡
充
に
加
え
て
、
新
企
画
と

し
て
「
小
論
文
課
題
」
を
採
録
し
た
こ
と
で
あ

る
。「
現
代
文
」
の
実
力
を
養
成
す
る
と
共
に
、

昨
今
の
大
学
入
試
動
向
に
対
応
す
る
た
め
の
小

論
文
の
実
践
演
習
に
活
用
で
き
る
。

　

待
望
の
小
論
文
企
画
〈
批
評
の
ま
な
ざ
し
〉

　

小
論
文
に
は
、
日
ご
ろ
の
思
考
や
関
心
の
度

合
い
が
直
接
に
反
映
す
る
。
ま
た
語
彙
の
習
得

状
況
か
ら
論
理
の
構
成
能
力
・
説
得
力
に
至
る

ま
で
の
総
合
的
な
「
表
現
力
」
を
端
的
に
あ
ら

わ
に
す
る
。
さ
ら
に
特
定
の
主
題
に
つ
い
て
、

限
ら
れ
た
時
間
（
あ
る
い
は
制
限
字
数
）
内
で

完
成
せ
よ
と
い
う
「
条
件
」
が
課
せ
ら
れ
る
と
、

単
な
る
試
験
偏
差
値
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

「
実
力
」
が
顕
著
に
問
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
Ａ

Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
に
、
小
論
文
問
題
は
必
須

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
進
学
を
め
ざ
す

高
校
の
授
業
で
も
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

課
題
で
あ
る
。

　

近
年
の
課
題
小
論
文
の
テ
ー
マ
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
格
差
社
会
、
メ
デ
ィ
ア
や
環

境
、
医
療
、
ニ
ー
ト
問
題
な
ど
の
社
会
系
問
題

が
多
く
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
単
な
る
感
想
や
好
悪
を
越
え
て
論
じ
る
に
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〈

現
代
文〉

い
ま
、
現
代
文
と
は　

―

評
論
教
材
の
新
し
い
あ
り
方
を
目
指
し
て

は
一
定
の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ

が
衣
食
住
や
個
人
・
家
族
生
活
に
関
わ
る
も
の

で
あ
っ
て
も
、「
社
会
問
題
」
と
し
て
論
じ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
「
国
語
」
の
授
業
で
、
こ

れ
ら
の
社
会
系
問
題
に
つ
い
て
、
賛
否
を
含
め

た
生
徒
自
身
の
見
解
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ

で
あ
る
。一
般
的
に
は
読
解
や
論
旨
・
語
句
整
理
、

学
習
の
手
引
き
を
終
え
れ
ば
、
次
の
単
元
へ
と

移
行
す
る
。
そ
の
た
め
、
現
代
社
会
の
最
先
端

の
状
況
や
テ
ー
マ
を
論
じ
た
「
現
代
文
」
に
教

科
書
で
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
考
え
て
み
る

と
、
こ
れ
は
極
め
て
不
自
然
だ
し
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。
時
事
的
な
「
現
代
文
」
を
読
ま
せ
た

い
と
い
う
要
望
は
か
ね
て
よ
り
現
場
に
あ
っ
た
。

　

『
現
代
文
』（
高
等
学
校
・
新
編
）
改
訂
で
は
、

そ
う
し
た
現
実
的
要
求
に
応
え
て
そ
れ
ぞ
れ
四

編
の
「
小
論
文
課
題
」
の
採
録
を
試
み
た
。『
新

編
現
代
文
』
で
は
Ⅱ
部
巻
末
に
、「
異
文
化
の

中
で
」（
小
坂
井
敏
晶
）、「
現
代
の
若
者
像
」（
香

山
リ
カ
）、「
生
活
者
と
し
て
」（
暉
峻
淑
子
）、「
メ

デ
ィ
ア
の
現
場
か
ら
」（
辺
見
庸
）を
配
置
し
た
。

一
方『
高
等
学
校
現
代
文
』で
は
、
Ⅱ
部
の
四
つ

の「
評
論
」単
元
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ「
ニ
ー
ト
に

つ
い
て
」（
鈴
木
謙
介
）、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

逆
説
」（
小
倉
和
夫
）、「
カ
タ
カ
ナ
語
は
享
受
す

べ
き
か
」（
川
口
良
・
角
田
史
幸
）、「『
私
』
消
え
、

止
ま
ら
ぬ
連
鎖
」（
高
村
薫
）を
置
い
た
。

　

い
ず
れ
も
読
解
と
小
論
文
課
題
が
設
定
さ
れ
、

生
徒
は
自
己
の
見
解
を
小
論
文
形
式
で
述
べ
る

こ
と
に
な
る
。
書
く〈
主
体
〉に
な
る
こ
と
で
、

現
代
文
の
読
解
力
や
表
現
力
を
養
成
す
る
の
み

な
ら
ず
、
自
己
と
社
会
と
の
関
係
を
批
判
的
に

取
り
結
ぶ
契
機
に
な
る
だ
ろ
う
。「
小
論
文
課

題
」
は
、
こ
れ
か
ら
の「
現
代
文
」教
科
書
の
一

つ
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
試
み
と
し
て
、
使
用

す
る
学
校
現
場
か
ら
の
ご
意
見
に
注
目
し
た
い
。

　

改
訂
『
現
代
文
』―

拡
充
の
方
向
性

―

『
新
編
現
代
文
』
は
、
多
様
な
学
校
現
場
に

対
応
す
る
よ
う
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
理
念
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
大
幅
な

改
訂
を
行
っ
た
。
大
学
受
験
の
実
力
養
成
に
た

え
う
る
教
科
書
を
の
ぞ
む
学
校
現
場
の
要
望
に

応
え
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
随
想
教
材
か
ら

評
論
教
材
へ
の
差
し
替
え
や
小
説
教
材
の
増
加

な
ど
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

小
説
教
材
は
多
彩
で
あ
る
。
少
年
の
自
意

識
の
葛
藤
を
描
い
た
小
川
国
男
の
古
典
的
名
作

「
物
と
心
」
を
Ⅰ
部
の
最
初
に
お
い
た
。
続
く

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
準
備
」（
恩
田
陸)
で
は
同
世

代
の
登
場
人
物
の
心
理
と
現
代
小
説
の
手
法
を

味
読
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
で
あ
る
。
恩
田
陸
は

若
い
世
代
に
人
気
の
高
い
作
家
で
あ
る
。
そ
の

物
語
世
界
に
も
親
近
感
を
も
つ
生
徒
が
多
数
い

る
だ
ろ
う
。
読
書
へ
の
誘
い
に
な
れ
ば
と
思
う
。

翻
訳
で
は
「
涙
の
贈
り
物
」（
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、

柴
田
元
幸
訳
）を
採
録
し
た
。
末
期
エ
イ
ズ
患

者
と
ホ
ー
ム
ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
と
の
交
流
を
描

い
た
作
品
で
あ
る
。
既
存
教
材
の
「
聴
く
と
い

う
こ
と
」（
鷲
田
清
一
）、「
病
と
科
学
」（
柳
澤

桂
子
）と
も
通
じ
合
う
現
代
的
主
題
を
、
小
説

世
界
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た
い
。
Ⅱ
部
で
は
、

初
め
て
の
教
材「
飛
行
機
で
眠
る
の
は
難
し
い
」

（
小
川
洋
子
）を
最
初
に
置
い
た
。
お
も
わ
ず
引

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
卓
抜
し
た
物
語
世
界
を
味

読
さ
せ
た
い
。
そ
う
し
た
物
語
世
界
と
、
鋭
く

対
置
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
の
下
に
採
録
し
た

の
が
、戦
後
文
学
の
定
番
「
夏
の
花
」（
原
民
喜
）

で
あ
る
。〈
事
実
〉
の
風
化
に
踏
み
と
ど
ま
り
、

死
者
へ
の
追
悼
を
果
た
そ
う
と
す
る
「
私
」
の

〈
記
録
文
学
〉
を
、
い
ま
こ
そ
改
め
て
読
み
深

め
て
欲
し
い
と
の
編
集
委
員
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て「
最
後
の
一
句
」（
森
鷗
外
）

で
小
説
教
材
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

評
論
教
材
も
充
実
さ
せ
た
。
Ⅰ
、
Ⅱ
部
と
も

前
半
に
評
論
を
そ
れ
ぞ
れ
三
本
配
置
す
る
こ
と

で
新
趣
向
を
打
ち
出
し
た
。
新
教
材
は
、
生
物

史
の
視
点
か
ら
現
代
人
に
警
告
す
る
「
マ
ン
モ

ス
の
歩
い
た
道
」（
池
内
了
）、環
境
問
題
に
〈
環

世
界
〉
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
「
木
の
葉
と

光
」（
日
高
敏
隆
）、
現
代
消
費
社
会
の
問
題
性

を
論
じ
た
「『
私
』
消
え
、止
ま
ら
ぬ
連
鎖
」（
高



村
薫
）で
あ
る
。
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
切
実
で

し
か
も
、
生
徒
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
話
題
性

豊
か
な
評
論
で
あ
る
。ま
た
、Ⅰ
部
の
後
半
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
社
会
学
的
に
考
察
し
た
魅
力
的
な

評
論
「
サ
ッ
カ
ー
と
資
本
主
義
」（
大
澤
真
幸
）、

監
視
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
を
身
体
認

証
の
視
点
か
ら
論
じ
た
「
身
体
〈
の
〉
疎
外
」

（
黒
崎
政
男
）
の
新
教
材
二
本
を
採
録
し
た
。

「『
知
る
』
と
い
う
こ
と
」（
加
藤
周
一
）は
、

評
論
読
解
の
定
番
と
し
て
最
後
に
置
い
た
。

　

冒
頭
の「
最
初
の
ペ
ン
ギ
ン
」（
茂
木
健
一
郎
）、

「
前
の
駅
で
ま
し
た
」（
佐
藤
雅
彦
）の
軽
妙
な

随
想
も
新
教
材
で
あ
り
、
国
語
授
業
の
導
入
に

新
し
い
切
り
口
を
提
供
し
て
い
る
。

―

『
高
等
学
校
現
代
文
』
の
改
訂
は
、
一
部
に

留
め
た
。
大
学
進
学
を
め
ざ
す
学
校
で
の
採
択

も
多
く
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
も
の
と
判
断

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
現
場
か
ら
の
声
や

テ
ー
マ
の
斬
新
さ
を
求
め
る
意
見
に
応
え
て
若

干
の
手
直
し
を
施
し
た
。

　

小
説
教
材
で
は
、
１
部
小
説（
二
）で
「
こ
こ

ろ
」（
夏
目
漱
石)

と
並
べ
て
、「
レ
キ
シ
ン
ト

ン
の
幽
霊
」（
村
上
春
樹
）を
、
ま
た
、
２
部
小

説（
二
）で
は
「
舞
姫
」（
森
鷗
外
）と
並
べ
て
、

「
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
通
り
の
双
子
」（
小
川
洋

子
）を
配
置
し
た
。
こ
れ
は
初
め
て
の
教
材
化

で
あ
り
、
小
説
の
構
成
や
登
場
人
物
の
心
理
を

読
解
さ
せ
る
に
適
し
た
現
代
小
説
で
あ
る
。
ま

いま、現代文とは  6

新
編
現
代
文

Ⅰ
部

随
想　

最
初
の
ペ
ン
ギ
ン
（
茂
木
健
一
郎
）

ピ
カ
ソ
の
力
強
い
「
線
」（
高
樹
の
ぶ
子
）

小
説　

物
と
心
（
小
川
国
夫
）

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
準
備
（
恩
田
陸
）

評
論　

マ
ン
モ
ス
の
歩
い
た
道
（
池
内
了
）

恐
怖
と
は
何
か
（
岸
田
秀
）

コ
ン
コ
ル
ド
の
誤
り
（
長
谷
川
眞
理
子
）

詩　
　

海
へ
の
距
離
（
新
川
和
江
）

未
確
認
飛
行
物
体
（
入
沢
康
夫
）

帰
途
（
田
村
隆
一
）

短
歌　

愛
を
言
う
君―

短
歌
十
二
首

（
俵
万
智
ほ
か
）

評
論　

未
来
世
代
へ
の
責
任
（
岩
井
克
人
）

サ
ッ
カ
ー
と
資
本
主
義
（
大
澤
真
幸
）

小
説　

山
月
記
（
中
島
敦
）

涙
の
贈
り
物

（
Ｒ
．
ブ
ラ
ウ
ン
／
柴
田
元
幸
訳
）

評
論　

身
体
〈
の
〉
疎
外
（
黒
崎
政
男
）

「
知
る
」
と
い
う
こ
と
（
加
藤
周
一
）

小
説　

こ
こ
ろ
（
夏
目
漱
石
）

○
子
ど
も
の
権
利
条
約

　
　

―
―

条
約
・
法
律
の
文
章

Ⅱ
部

随
想　

前
の
駅
で
ま
し
た
（
佐
藤
雅
彦
）

聴
く
と
い
う
こ
と
（
鷲
田
清
一
）

小
説　

飛
行
機
で
眠
る
の
は
難
し
い（
小
川
洋
子
）

不
揃
い
な
サ
ン
ダ
ル

（
Ｉ
．
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
／
和
田
忠
彦
訳
）

評
論　

木
の
葉
と
光
（
日
高
敏
隆
）

生
活
の
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て（
柏
木
博
）

「
私
」
消
え
、
止
ま
ら
ぬ
連
鎖
（
髙
村
薫
）

小
説　

夏
の
花
（
原
民
喜
）

詩　
　

ギ
リ
シ
ア
的
抒
情
詩
（
西
脇
順
三
郎
）

湖
水
（
金
子
光
晴
）

遺
伝
（
萩
原
朔
太
郎
）

俳
句　

流
氷
や―

俳
句
十
二
句（
山
口
誓
子
ほ
か
）

評
論　

夢
見
る
力
（
小
栗
康
平
）

病
と
科
学
（
柳
澤
桂
子
）

小
説　

最
後
の
一
句
（
森
鷗
外
）

私
の
個
人
主
義
（
夏
目
漱
石
）

○
情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方

批
評
の
ま
な
ざ
し
①

異
文
化
の
中
で
（
小
坂
井
敏
晶
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
②

現
代
の
若
者
像
（
香
山
リ
カ
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
③

生
活
者
と
し
て
（
暉
峻
淑
子
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
④

メ
デ
ィ
ア
の
現
場
か
ら
（
辺
見
庸
）
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た
２
部
の
小
説（
一
）「
藤
野
先
生
」（
魯
迅
）に
、

寓
話
的
な
小
説
「
鞄
」（
安
部
公
房)

を
並
べ
た
。

こ
れ
ら
の
教
材
に
「
山
月
記
」（
中
島
敦
）、「
ひ

よ
こ
の
眼
」（
山
田
詠
美
）を
併
せ
て
全
体
を
通

し
て
見
る
と
、
い
ず
れ
も
近
代
小
説
の
定
番
と
、

実
力
あ
る
現
代
作
家
の
物
語
世
界
が
並
び
、
充

実
し
た
単
元
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

評
論
教
材
で
は
、
１
部
評
論（
一
）に
「
ミ
ロ

の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」（
清
岡
卓
行
）、「
ホ
ン
モ
ノ

の
お
カ
ネ
の
作
り
方
」（
岩
井
克
人
）、「
身
体

像
の
近
代
化
」（
野
村
雅
一
）の
三
本
を
並
べ
充

実
さ
せ
た
。
さ
ら
に
評
論（
二
）に
は
、
共
に
初

の
教
材
「
現
実
と
仮
想
」（
茂
木
健
一
郎
）「
動

物
の
こ
と
ば
・
人
間
の
こ
と
ば
」（
野
矢
茂
樹
）

を
配
置
し
た
。
前
者
は〈
脳
〉科
学
の
観
点
か
ら
、

後
者
は
〈
言
語
〉
哲
学
を
通
し
て
〈
人
間
〉
存

在
を
洞
察
す
る
認
識
論
的
考
察
で
あ
る
。
こ
れ

ら
気
鋭
の
論
者
に
よ
る
新
し
い
評
論
と
、「『
で

あ
る
』こ
と
と『
す
る
』こ
と
」（
丸
山
真
男
）、「
場

所
と
経
験
」（
柄
谷
行
人
）、「
無
常
と
い
う
こ
と
」

（
小
林
秀
雄
）等
の
既
存
教
材
を
加
え
て
一
冊
を

通
覧
す
る
と
、
優
れ
た
「
現
代
文
」
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
が
で
き
あ
が
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

〈

現
代
文〉

い
ま
、
現
代
文
と
は　

―

評
論
教
材
の
新
し
い
あ
り
方
を
目
指
し
て

高
等
学
校
現
代
文

１
部

随
想　
　
「
市
民
」
の
イ
メ
ー
ジ
（
日
野
啓
三
）

カ
フ
ェ
の
開
店
準
備
（
小
池
昌
代
）

小
説
一　

山
月
記
（
中
島
敦
）

ひ
よ
こ
の
眼
（
山
田
詠
美
）

評
論
一　

ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（
清
岡
卓
行
）

ホ
ン
モ
ノ
の
お
カ
ネ
の
作
り
方

（
岩
井
克
人
）

身
体
像
の
近
代
化
（
野
村
雅
一
）

○
中
身
当
て
ク
イ
ズ―

解
説
文

詩
歌　
　

今
日
（
谷
川
俊
太
郎
）

パ
ン
の
話
（
吉
原
幸
子
）

ね
ず
み
（
山
之
口
貘
）

現
代
の
短
歌―

短
歌
十
二
首

（
塚
本
邦
雄
ほ
か
）

評
論
二　

現
実
と
仮
想
（
茂
木
健
一
郎
）

動
物
の
こ
と
ば
・
人
間
の
こ
と
ば

（
野
矢
茂
樹
）

小
説
二　

こ
こ
ろ
（
夏
目
漱
石
）

レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
（
村
上
春
樹
）

評
論
三　

世
代
間
倫
理
と
し
て
の
環
境
倫
理
学

（
加
藤
尚
武
）

「
で
あ
る
」
こ
と
と
「
す
る
」
こ
と

（
丸
山
真
男
）

○
情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方

２
部

評
論
一　

聴
く
と
い
う
こ
と
（
鷲
田
清
一
）

判
断
停
止
の
快
感
（
大
西
赤
人
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
①

ニ
ー
ト
に
つ
い
て
（
鈴
木
謙
介
）

小
説
一　

鞄
（
安
部
公
房
）

藤
野
先
生
（
魯
迅
／
竹
内
好
訳
）

評
論
二　

南
の
貧
困
／
北
の
貧
困
（
見
田
宗
介
）

あ
る〈
共
生
〉の
経
験
か
ら（
石
原
吉
郎
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
②

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
逆
説（
小
倉
和
夫
）

詩
歌　
　

の
ち
の
お
も
ひ
に
（
立
原
道
造
）

死
ん
だ
男
（
鮎
川
信
夫
）

古
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り（
島
崎
藤
村
）

現
代
の
俳
句―

俳
句
十
二
句

（
三
橋
鷹
女
ほ
か
）

評
論
三　

場
所
と
経
験
（
柄
谷
行
人
）

虚
ろ
な
ま
な
ざ
し
（
岡
真
理
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
③

カ
タ
カ
ナ
語
は
享
受
す
べ
き
か

（
川
口
良
／
角
田
史
幸
）

小
説
二　

舞
姫
（
森
鷗
外
）

リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
通
り
の
双
子

（
小
川
洋
子
）

評
論
四　

無
常
と
い
う
こ
と
（
小
林
秀
雄
）

現
代
日
本
の
開
化
（
夏
目
漱
石
）

批
評
の
ま
な
ざ
し
④

批
評
の
ま
な
ざ
し
④

「
私
」
消
え
、止
ま
ら
ぬ
連
鎖
（
髙
村
薫
）

い
わ
さ
き　

し
ょ
う
い
ち

高
校
の
国
語
教
師
歴

二
十
八
年
。
現
在
は
東
京
都
立
国
際
高
校
で
、
国

語
と
と
も
に
小
論
文
・
受
験
指
導
に
あ
た
る
。


